
 
 
 
平成23年7月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年8月1日～平成23年1月31日) 

 
平成23年7月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年8月1日～平成23年7月31日） 

修正の理由 
平成23年7月期第2四半期累計期間の修正理由 
 売上高につきましては、当初計画に対して443百万円減少し856百万円の見込みであります。主な要因は、建設事業の土
木工事の3現場におきまして、道路占用許可の遅れ、追加変更工事の未決定による工事全体の遅れ、発注者との変更協
議による着工の遅れ等により243百万円減少したこと、建築工事の計画物件が受注に至らなかったことにより63百万円減
少したこと、また、不動産事業等におきまして、販売用不動産の仕入の遅れにより建築確認申請が遅れたことにより120百
万円減少したことによるものであります。 
 営業利益につきましては、当初計画に対して109百万円減少し160百万円の営業損失の見込みであります。主に売上高
の減少に伴う、利益の減少によるものであります。 
 経常利益につきましては、当初計画に対して116百万円減少し175百万円の経常損失の見込みであります。主な理由は、
上記営業利益の減少理由と支払利息等の増加によるものであります。 
 四半期純利益につきましては、当初計画に対して117百万円減少して178百万円の四半期純損失の見込みであります。 
 これに伴い、1株当たり四半期純利益を△2円31銭に修正いたします。 
 
平成23年７月期通期の修正理由 
 売上高につきましては、当初計画に対して1,230百万円減少し2,270百万円の見込みであります。主な理由は、建設事業
におきまして、工事着工遅れの影響による400百万円の減少と予定受注物件の期ずれ及び受注の未達により660百万円の
減少、また、不動産事業等におきまして、不動産案件の仕入時期のずれ込み等により、販売が当初の予定より170百万円
減少の見込みとなったことによるものであります。 
 営業利益につきましては、当初計画に対して165百万円減少し127百万円の営業損失の見込みであります。主に売上高
の減少に伴う、利益の減少によるものであります。 
 経常利益につきましては、当初計画に対して180百万円減少し145百万円の経常損失の見込みであります。主な理由は、
上記営業利益の減少理由と支払利息の増加及び見込んでいた不動産賃借料の減収によるものであります。 
 当期純利益につきましては、上記要因により当初計画に対して181百万円減少して、150百万円の当期純損失の見込み
であります。 
 これに伴い、1株当たり当期純利益を△1円93銭に修正いたします。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年９月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,300 △50 △59 △60 △0.79
今回発表予想(B) 856 △160 △175 △178 △2.31
増減額(B-A) △443 △109 △116 △117
増減率(%) △34.1 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年7月期第2四半期）

1,217 △122 △127 △127 △1.65

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,500 38 35 31 0.41
今回発表予想(B) 2,270 △127 △145 △150 △1.93
増減額(B-A) △1,230 △165 △180 △181
増減率(%) △35.1 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成22年7月期）

2,809 △62 △71 △122 △1.58


